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「自己チェックシートに基づく本学
の取り組み評価からの知見」 



自己チェックシートの活用のために

○ 他大学も活用しうる自己チェックシート

💡チェック項目数を減らし簡素化すること。

→回答者となる大学にとって学内の情報収集およ

び回答に相当の時間を要するため。

↓

USR活動評価に取り組むことへの1つのハードルに。



本学での調査（ゼミ生による）

方法：学生による関係部署への聞き取り調査

期間：2022年11月〜2023年1月



調査結果（1）



調査結果（2）



調査結果（3）



調査から得られた知見

・調査期間に3カ月要した理由

① 学内の関係部署への照会、情報集約、データの追

加収集、回答内容の確認・承認等。

② “回答しにくい質問内容”、という声も。

このままの質問項目では、自己チェックシートが活用

されにくいという大きな課題が明らかに。



回答しにくい質問項目

1-3) 教職員および学生のSDGs認知度
2-4) SDGs関連学生プロジェクトの数
2-5) SDGs関連学生プロジェクトから生まれた商品/サービ
ス数

2-6) 教員が参画するSDGs関連プロジェクト数
2-7)産/官/民と連携して実施しているSDGs関連プロジェ
クト数

4-1) 大学/教員が機会提供する社会活動への参加学
生数

5-5) 環境問題への取り組みについて、教職員や学生が知
る機会はあるか。



「自己チェックシート」をより発展させる
ために

各⼤学が⾃らの取り組みを⾃⼰評価・改善し
てUSR活動の質を⾼め、内外に情報発信する
ことに使われるためには、さらに回答しやす
い質問項⽬にするように再検討を⾏うことが
必要である。回答者との共同作業の必要性。


